
(57)【要約】

【課題】温熱による血液循環の促進とマイナスイオンに

よる肌の活性化は広く知られている。本考案は、上向き

に寝て頭部、顔部及び首部の耳より前側に遠赤外線とマ

イナスイオンを同時に効率よく照射して、日常生活のな

かで空時間を使用して容易に美容効果を得るアーチ形温

熱美顔器を提供するものである。

【解決手段】概半円筒状の金属製アーチ形構造体の内径

側に、温度調節器を具備した遠赤外線照射シートヒータ

ーを設け、更にその内径側表面にマイナスイオン発生体

鉱物をプリントした耐熱ポリウレタンフイルム外装材を

張り、頭部、顔部及び首部に遠赤外線とマイナスイオン

を同時に照射できる構造とした。これにより、遠赤外線

による温熱空間とマイナスイオン空間を作り、この空間

に頭部、顔部及び首部を置き、機器類が直接肌と接触す

ることなく血液循環の促進と肌の活性化を同時に行なえ

るようにした。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 概 半 円 筒 状 の 金 属 製 ア ー チ 形 構 造 体 の 内 径 側 に 、 温 度 調 節 器 を 具 備 し た 遠 赤 外 線 照 射 シ
ー ト ヒ ー タ ー を 設 け 、 更 に そ の 内 径 側 表 面 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 体 鉱 物 を プ リ ン ト し た 耐
熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム 外 装 材 を 張 り 、 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン
を 同 時 に 照 射 で き る 構 造 の 温 熱 美 顔 器 。
 
 
 
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に 対 し て 、 遠 赤 外 線 照 射 と マ イ ナ ス イ オ ン 照 射 を 同 時 に
行 な う 温 熱 美 顔 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 温 泉 等 に 設 置 さ れ て い る サ ウ ナ は 、 体 全 体 か ら 発 汗 さ れ る 為 、 の ぼ せ が 発 生 す る
こ と が あ る 。 こ の た め 頭 部 、 顔 部 、 首 部 等 を 温 め る の を 避 け る 目 的 で 半 円 筒 形 状 の ド ー ム
型 サ ウ ナ （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） が 開 発 さ れ て い る 。 美 容 に お い て は 、 シ ミ 、 シ ワ
、 ハ リ 、 ニ キ ビ 、 フ キ デ モ ノ 等 の 解 消 、 或 い は 、 そ う な ら な い 美 肌 作 り の 為 に 化 粧 品 ク リ
ー ム 又 は 医 薬 部 外 品 ク リ ー ム を 顔 面 に 塗 布 し 、 こ れ を 拭 き 取 る こ と で の 皮 膚 の 洗 浄 又 は 保
護 す る 方 法 、 電 位 や 超 音 波 に よ っ て 頭 部 、 顔 部 、 首 部 等 に 振 動 を 与 え マ ッ サ ー ジ を 施 す 方
法 等 が あ る 。 こ れ ら は い ず れ も 血 液 の 循 環 ・ 活 性 化 を 促 進 さ せ る も の で あ り 、 皮 膚 の 若 返
り 美 容 方 法 と し て 広 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 温 熱 を 利 用 し た 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 の 美 容 方 法 は 、 化 粧 品 に お い て は 石 膏 の 発 熱
反 応 を 利 用 し た 石 膏 パ ッ ク や 遠 赤 外 線 を 利 用 し た パ ッ ク （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 等
が 存 在 す る 。 ま た 、 電 気 温 熱 器 を 使 用 し て 顔 面 に 向 け 温 熱 照 射 さ せ る 方 法 も あ る 。 こ れ ら
は 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に 均 一 な 温 熱 照 射 を 得 る こ と が 難 し く 効 率 の 良 い 美 容 効 果 を 得 る こ
と に 関 し て は 難 点 が あ っ た 。
　 マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 肌 の 活 性 化 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） も 提 唱 さ れ て は い る が
、 日 常 生 活 の な か で 空 時 間 を 使 用 し て 容 易 に 美 容 効 果 を 得 る 方 法 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ６ ５ ８ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ７ － ３ ５ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ １ ０ ８ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 し た よ う に 、 温 熱 に よ る 血 液 循 環 の 促 進 と マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 肌 の 活 性 化 は 広 く
知 ら れ て い る 。 こ れ ら は 個 別 に 利 用 さ れ て お り 、 遠 赤 外 線 の 温 熱 照 射 と マ イ ナ ス イ オ ン 照
射 を 、 同 時 に し か も 日 常 生 活 の な か で 空 時 間 を 使 用 し て 容 易 に 美 容 効 果 を 得 る 装 置 は な か
っ た 。 本 考 案 は 、 上 向 き に 寝 て 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 の 耳 よ り 前 側 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ
オ ン を 効 率 よ く 照 射 し て 、 温 熱 に よ る 血 液 循 環 の 促 進 と マ イ ナ ス イ オ ン に よ る 肌 の 活 性 化
に 役 立 つ ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 概 半 円 筒 状 の 金 属 製 ア ー チ 形 構 造 体 の 内 径 側 に 、 温 度 調 節 器 を 具 備 し た 遠 赤 外 線 照 射 シ
ー ト ヒ ー タ ー を 設 け 、 更 に そ の 内 径 側 表 面 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 体 鉱 物 を プ リ ン ト し た 耐
熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム 外 装 材 を 張 り 、 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン
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を 同 時 に 照 射 で き る 構 造 と し た 。 こ れ に よ り 、 遠 赤 外 線 に よ る 温 熱 空 間 と マ イ ナ ス イ オ ン
空 間 を 作 り 、 こ の 空 間 に 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 を 置 き 、 機 器 類 が 直 接 肌 と 接 触 す る こ と な く
血 液 循 環 の 促 進 と 肌 の 活 性 化 を 同 時 に 行 な え る よ う に し た 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 の 構 成 に よ り 、 本 考 案 ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 は 、 ア ー チ 形 内 部 の 壁 に 肌 が 触 れ る こ と
な く 、 遠 赤 外 線 サ ウ ナ 効 果 に よ る 毛 穴 か ら の 老 廃 物 の 排 出 、 遠 赤 外 線 温 熱 効 果 に よ り 体 の
内 部 よ り 温 度 が 上 が る こ と に よ る 毛 細 血 管 内 の 血 液 循 環 の 促 進 、 更 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効
果 と し て 、 肌 内 部 の 新 陳 代 謝 を 促 進 し 、 活 性 酸 素 を 抑 制 し 自 然 治 癒 力 高 め る こ と に よ る リ
ラ ッ ク ス 効 果 、 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 の 肌 を 活 性 化 す る こ と に よ る 耳 の 後 ろ か ら 首 筋 の た る
み の 改 善 効 果 等 に 多 く の 効 果 を 有 す る 。 ま た 、 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン の 相 乗 効 果 に よ
り 、 こ れ ま で 以 上 の よ り 大 き な 美 容 効 果 が 得 ら れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン を 同 時 に 照 射 し て 、 機 器 類 が 直 接 肌 と 接 触 す る こ
と な く 血 液 循 環 の 促 進 と 肌 の 活 性 化 を 同 時 に 行 な え る よ う に し た ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 を 提
供 す る も の で あ り 、 以 下 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 は 、 図 １ の 概 略 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 を カ バ ー で き る 大 き さ
の 概 半 円 筒 形 状 の ア ー チ 形 １ で 、 耳 よ り 前 側 の 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に 対 し て 遠 赤 外 線 及 び
マ イ ナ ス イ オ ン が 最 も 効 率 が 良 く 照 射 で き 構 造 と し て い る 。 ま た 、 ア ー チ 形 １ 内 に 頭 部 、
顔 部 及 び 首 部 を 挿 入 し た 際 、 暗 闇 や 閉 所 に 対 す る 恐 怖 症 の 人 も 安 心 し て 使 用 出 来 る よ う に
開 口 部 ２ を 設 け る 構 造 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ー チ 形 １ の 維 持 は 、 構 造 体 ５ と し て 金 属 を 使 用 す る の が よ い 。 ま た 、 金 属 は 清 潔 さ の
維 持 と 軽 量 化 を 考 慮 し 、 穴 あ き ス テ ン レ ス 鋼 板 を 用 い る の が よ い 。 通 常 、 穴 あ き ス テ ン レ
ス 鋼 板 を ア ー チ 形 １ に 加 工 し 、 安 全 性 の 為 に 、 底 部 四 コ ー ナ ー に ２ ｃ ｍ 程 度 の コ ー ナ ー ア
ー ル を つ け て い る 。 構 造 体 ５ の 全 外 周 は ク ッ シ ョ ン 材 ４ と し て 厚 さ ３ ｍ ｍ 程 度 の 耐 熱 フ ェ
ル ト 素 材 を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 赤 外 線 照 射 シ ー ト ヒ ー タ ー ６ は 、 定 格 電 圧 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ 、 消 費 電 力 ２ ２ Ｗ 、 発 熱 体 表 面 温
度 ８ ０ ℃ 以 下 の も の を 設 置 し 、 温 度 設 定 は 使 用 者 が 手 動 で 簡 単 に コ ン ト ロ ー ル 出 来 る 構 成
と し て い る 。 赤 外 線 照 射 シ ー ト ヒ ー タ ー ６ で 生 じ た 熱 は 、 構 造 体 ５ の ス テ ン レ ス 鋼 板 に 温
度 が 取 ら れ る 恐 れ が あ る た め 、 耐 熱 フ ェ ル ト 製 ク ッ シ ョ ン 材 ４ の 厚 み を ３ ｍ ｍ 程 度 と し て
断 熱 材 と し て も 機 能 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 遠 赤 外 線 照 射 シ ー ト ヒ ー タ ー ６ は 、 予 め 遠 赤 外 線 発 生 体 を 、 プ リ ン ト に よ り カ ー ボ ン ペ
ー ス ト 発 熱 体 に ラ ミ ネ ー ト す る こ と に よ り 、 発 熱 体 の 温 度 が 上 が れ ば 遠 赤 外 線 を 放 射 す る
構 造 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 遠 赤 外 線 照 射 シ ー ト ヒ ー タ ー ６ の 外 側 に は マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 鉱 物 層 ７ を プ リ ン ト し た
耐 熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム 表 装 材 ３ を 張 り 付 け る 。 鉱 物 の 種 類 は 通 常 の マ イ ナ ス イ オ ン 発
生 体 鉱 物 で よ い 。 前 記 の 構 成 に よ り 、 ア ー チ 形 １ の 内 面 と 耳 よ り 前 側 の 頭 部 、 顔 部 及 び 首
部 と の 間 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン と が 共 存 し た 空 間 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 は 、 ア ー チ 形 １ の 内 部 で 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 の 耳 よ り 前 側 の 肌 に 対 し て 効 果 を 期
待 す る も の で あ る が 、 目 の 周 辺 は 敏 感 な 為 、 遠 赤 外 線 照 射 を 避 け る べ き 場 合 も あ り 、 開 口
部 ２ を 設 け る こ と は 、 こ の 部 分 に は シ ー ト ヒ ー タ ー ６ が 自 ず と 存 在 し な い 領 域 と な り 、 こ
の 意 味 で も 効 果 的 で あ る 。 す な わ ち 、 本 考 案 ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 は 、 額 、 こ め か み 、 頬 、
顎 、 首 等 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ ン が 均 一 に 照 射 さ れ 、 目 の 周 辺 は 温 熱 照 射 が 少 な く な
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る よ う 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ー チ 形 １ の 内 面 と 耳 よ り 前 側 の 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 と の 間 に 遠 赤 外 線 と マ イ ナ ス イ オ
ン と が 共 存 し た 空 間 は 、 使 用 者 が 低 温 火 傷 等 を 危 惧 す る 事 無 く 使 用 で き 、 耐 熱 ポ リ ウ レ タ
ン フ イ ル ム 表 装 材 ３ を 使 用 す る こ と で 、 肌 の 熱 が 空 気 を 通 じ て 耐 熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム
表 装 材 ３ に 届 き 、 反 射 し た 熱 が 再 び 肌 に 戻 る 特 徴 が 見 ら れ る 。 肌 内 部 の 分 泌 物 に よ る 蒸 気
が 発 生 し て 、 汚 れ が 生 地 に 付 着 し て も 耐 熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム 表 装 材 ３ は 洗 浄 作 業 が 容
易 で 非 常 に 衛 生 的 で あ る 。 成 人 の 男 女 問 わ ず 使 用 で き 、 利 便 性 、 実 用 性 は 極 め て 高 い 画 期
的 な 考 案 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 の ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 を シ ー ト ヒ ー タ ー 設 定 温 度 ４ ０ ℃ で 頭 部 、 顔 部 及 び 首 部 に
遠 赤 外 線 及 び マ イ ナ ス イ オ ン 照 射 を 行 な っ た と こ ろ 、 遠 赤 外 線 サ ウ ナ 効 果 と し て は 、 発 汗
に よ る 肌 内 部 の 老 廃 物 の 排 泄 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 と し て は 、 肌 内 部 の 新 陳 代 謝 を 促 進 し
、 活 性 酸 素 を 抑 制 し 、 自 然 治 癒 力 高 め る こ と に よ る 肌 の 活 性 化 が 確 認 さ れ た 。 特 に 肌 の し
っ と り 感 、 ハ リ 等 は １ 回 の 使 用 で 有 効 で あ っ た 。 ま た 、 毎 日 の 継 続 使 用 で は 小 顔 す る た め
の 頬 の 痩 身 に も 有 効 で あ っ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 の ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 は 、 本 来 美 容 目 的 の 装 置 で あ る が 、 シ ー ト ヒ ー タ ー 設 定 温
度 ４ ５ ℃ で 痛 み の あ る 手 足 の 関 節 部 に 遠 赤 外 線 及 び マ イ ナ ス イ オ ン 照 射 を 行 な っ た と こ ろ
、 痛 み が 軽 減 に も 有 効 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に よ る ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 の 概 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に よ る ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 の 一 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ア ー チ 形 温 熱 美 顔 器 の 断 面 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 １ 　 ア ー チ 形
　 　 ２ 　 開 口 部
　 　 ３ 　 耐 熱 ポ リ ウ レ タ ン フ イ ル ム 表 装 材
　 　 ４ 　 耐 熱 フ ェ ル ト 製 ク ッ シ ョ ン 材
　 　 ５ 　 ア ー チ 形 構 造 体
　 　 ６ 　 遠 赤 外 線 照 射 シ ー ト ヒ ー タ ー
　 　 ７ 　 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 鉱 物 層
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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